
 

 

   

　　　ごあいさつ
　桜から桃の濃いピンクの花へと移り、甲
府盆地周辺も最も美しい季節になりまし
た。我が家のボタンも大きな花をつけま
した。（写真）

　4 月となり新年度が始まりました。新た
な環境での生活をスタートされた方も多
いと思います。

　高視聴率を維持したＮＨＫ朝の連続テレビドラマ「あさが来た」も終了しました。女性
が「家にいる」のが当たり前の時代に、「広岡浅子」という人が、実業界で活躍し、さら
に女子大学開設への貢献により、現在の「女性が活躍する社会」を切り開いた人物であっ
たことを、このドラマで初めて知りました。今‘当たり前’となっていることも、様々な分
野での先駆者の苦労と先見性のお蔭で現在があることを改めて思い起こしました。

　東日本大震災から 5 年目を迎えたばかりの先日、「熊本地震」が発生しました。活断層
が想定を超えて動き、震源が移動し、九州を横断するまでの広域災害となりました。今回
の地震は、最初が「前震」となり、その後の「本震」による犠牲者が多いことがこれまで
の地震被害とは相違する点でした。
　県内の代表的な活断層として、①新潟県から静岡県に至る糸魚川―静岡構造線断層帯の
南部区間（北杜市から早川町まで）　②曽根丘陵断層帯（甲州市から市川三郷町まで）　③
身延断層（身延町から静岡県まで）があるそうです。この近辺は、「災害があまりない地域」
ではありますが、例え発生の予測確率が低くとも、災害が「起きるかもしれない」ではなく、
「いつ起きるか」という危機感を強く持つ必要性を改めて感じました。地震・水害等への
万全の事前対策を講じることは言うまでもありませんが、災害はそれぞれ状況が異なりま
す。「想定外」の事態は必ず起きることを前提に、近所での問題意識の共有化や、普段か
ら「『いざ』という時にどのような行動をとるべきか」の意識を高めておくことが大切で
あると思います。
　各地の災害復旧・復興が少しでも早く進むことを願っています。

　4月役場の機構改革が行われました。
　これにより、「空き家対策」の主管課が明確化され、観光担当が専任化されました。
　　役場機構改革の概要
　　　　 （旧）　　　　　　　　　　　（新）
　　・企　画　課　　　　　　　　 企画防災課（防災防犯係を総務課から移管）
　　・政策推進室　　　　　　　　 政策推進課
　　・建　設　課　　　　　　　　 土木整備課
　　　　　　　　　　　　　　　　 まちづくり推進課（住宅係を設け、空き家対策も主管）
　　・産業振興課　　　　　　　　 農　林　課
　　　　　　　　　　　　　　　　 商工観光課（商工係、観光係に細分化）

　■定例議会は年４回（３月・６月・９月・１２月）開催されます。（概ね２週間の会期で開かれます） 　
　　この他に、必要により、臨時会が開かれます。
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一般質問　９月･12月定例議会で以下の一般質問を行いました。
　　　　　　　　　　　＊詳細は市川三郷町ホームページ「議会会議録」に掲載されます。

１．「市川三郷町出身者の会」を連携型で設立を

◆質問概要
　　交流人口を増やし、町の活性化に資する組織として「『市川三郷町出身者の会』を設立し
たらどうか」との質問を３月議会で行った。その後の検討状況はどうか。
　　また、設立の形態としては、地元の住民も会員対象とした「連携型」が望ましい。事務
局機能は行政が担い、会を積極的に運営・活用すべきである。

●町　　長
　　「出身者の会」は、町にとって意義ある会であると考える。今後早急に町、議会、商工会
等有識者による対策チームを立ち上げ、設立に向けた検討に入り、取り組みを具体化したい。

２．町内小中学校における「いじめ対策」について

◆質問概要
　　文部科学省により「いじめ」に関する全国調査が行われた。町内小中学校での現状及び
対策はどうか。
　　①　本町の小中学校における調査結果とその評価について
　　②　いじめ防止基本方針の概要と対応状況について
　　③　運用状況のチェック体制の考え方について　
　　④　家庭との連携について
　　⑤　スマートフォンの使用ルールについて

●斉木教育委員長
　　①　調査結果は小学校４件、中学校２１件。２５年度より小学校で１０件、中学校で５
　　件減少した。
　　②　各学校で「いじめ防止基本方針」を策定済み。いじめ対策の組織体制、未然防止や
　　早期発見の取組み、発生時の対処方法、家庭や地域との連携等を規定している。
　　③　各学校に「いじめ対策推進委員会」を設置し、各学期にアンケート調査、実態把握、
　　いじめ防止基本方針の運用状況のチェックを全教職員で実施している。
　　④　学校だより、電話連絡等により日常的に家庭との情報交換を行い、学校・家庭の連
　　携により未然防止や早期発見に努めている。
　　⑤　県PTA連合会、県教育委員会、町教育委員会等で携帯電話等の基本ルールを提示し、
　　各家庭でのルール作りを進めるよう、各学校に取り組みを要請している。



３．まちの花「りんどう」で甲斐源氏発祥の地の発信強化を

◆質問概要
　　市川三郷町のまちの花は「りんどう」が指定されている。市川高校・市川小中学校の校
章も笹りんどうである。「甲斐源氏発祥の地」として、源氏の家紋とりんどうとのつながり
から指定されたものである。町内全域に「りんどう」の花を普及させることにより、「甲斐
源氏発祥の地」としての対外発信を強化したらどうか。

●町　　長
　　「甲斐源氏発祥の地」として更なる誇りを持って
　情報発信に努めていく。
　　りんどうは過去町内での自生地調査を行った。
　役場職員が１０年がかりで栽培しているが普及さ
　せる段階までには至っていない。更なる取り組み
　を進め、普及に努めていく。

　　　主　な　特　記　事　項

●手話条例制定
・「手話も一つの言語である」として定義する「市川三郷町手話言語条例」を昨年９月議会
で制定した。県内初である。
・今後「手話施策推進会議」を設け、具体的な施策を検討し、３か年計画を策定する。
・今年の成人式でも手話通訳者が舞台での通訳を行った。

●子育て支援医療費助成金支給条例の改正
・町独自の施策として、満１８歳まで（従来満１５歳までを引上げた）の医療費の窓口無
料化を昨年１０月より実施。補正予算として、半年分で６４８万円追加計上。

●重度心身障害児の医療費の窓口無料化
・町独自の施策として、今年１月より重度心身障害児の医療費についても窓口無料に戻した。
・一昨年１１月に県方針により一時払い方式に変更された。
・県も、重度心身障害者の医療費支払いを「満１５歳（の年度末）までを対象に４月から
窓口無料に戻す方針」との報道がなされている。

　
●町議会会議規則の改正
・社会情勢を考慮し、議長あてに提出する議会欠席の理由として「出産」を追加した。
　



 

 

●峡南医療センター企業団（市川三郷病院、富士川病院、２老健の運営）
　■経営概況
　・平成２６年度に統合。統合１年目の２６年度に約７億１２２万円の赤字決算。
　・主に病床利用率の低迷（市川三郷病院 29.9％、富士川病院 41.4％）による収入減少が要因。
　・27年度に、開設者である市川三郷町と富士川町で、それぞれ３億６５００万円を融資。
　・コンサルタント案をベースとした経営改善計画に基づき改善を図る。
　■全員協議会（３月１日）での説明内容
　　①これまでの改善計画案
　　　・「市川三郷病院」の外来透析と泌尿器科を「富士川病院」に移す（H28.7 ～）。
　　　・「市川三郷病院」は療養病床４０床とする。
　　　・手術室を「富士川病院」に集約する。
　　②見直し案
　　　・外来透析は「市川三郷病院」に残す。
　　　・28年度「市川三郷病院」は、一般病床５０床とする。
　　　・28年10月を目途に「市川三郷病院建設委員会」を立上る。建設基金設置を検討する。
　　　　　＊峡南医療センター企業団に対する町の 28年度当初予算
  　・出資金　　　２,５００万円　 負担金　1億７,３６６万円

　宛先などに誤りがござい
ましたら、なにとぞご容赦
ください。
　なお、お知らせいただけ
れば幸いに存じます。

●市川三郷町「まち・ひと・しごと創生」総合戦略概要

人口ビジョン
中長期展望（2060年を視野）

総　合　戦　略
『2015 年（平成 27）～ 2019 年（平成 31年）』の５ヵ年

をベース
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